
就学前健診で虫歯 就学前健診で虫歯 ゼ ロゼ ロ だったよ !!だったよ !!

白川  白川  太太
たいようたいよう

陽陽 くんくん
（ひまわり第一保育園）（ひまわり第一保育園）
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美島  美島  照照
しょうげんしょうげん

元元 くんくん
（ひまわり第一保育園）（ひまわり第一保育園）

中山  中山  葵葵
あ お いあ お い

生生 くんくん
（ひまわり第二保育園）（ひまわり第二保育園）

西野   西野   絢絢
あ や かあ や か

香香 さんさん
（ひまわり第二保育園）（ひまわり第二保育園）

向井  向井  陽陽
は るは る

春春 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

西  西  愛愛
あ い かあ い か

奏奏 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

田中  田中  志志
し お んし お ん

音音 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

竹田  竹田  奈奈
な ほな ほ

穂穂 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

池田  池田  芽芽
い ぶ きい ぶ き

樹樹 くんくん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

牧田  牧田  裕裕
ゆ う まゆ う ま

馬馬 くんくん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

峰山  峰山  恵恵
け い た ろ うけ い た ろ う

太朗太朗 くんくん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

柳田  柳田  凉凉
りょうへいりょうへい

平平 くんくん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

赤木  赤木  萌萌
め い さめ い さ

咲咲 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

鈴木  鈴木  千千
ち あ きち あ き

暁暁 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

筑紫  筑紫  美美
み は なみ は な

晴菜晴菜 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

竹田  竹田  彩彩
さ なさ な

七七 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

中山  中山  絆絆
き ず なき ず な

菜菜 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

福島  福島  幸幸
さ きさ き

希希 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

弓削  弓削  愛愛
あ い かあ い か

香香 さんさん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

土岐  土岐  優優
ゆうしんゆうしん

心心 くんくん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

西  西  藍藍
あ い とあ い と

翔翔 くんくん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

中村  中村  颯颯
そ らそ ら

来来 くんくん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

山元  山元  貴貴
たかひとたかひと

仁仁 くんくん
（あゆみ幼稚園）（あゆみ幼稚園）

山根  山根  琉琉
り なり な

生生 さんさん
（のぞみ幼稚園）（のぞみ幼稚園）

山根  山根  新新
し ん た ろ うし ん た ろ う

太郎太郎 くんくん
（のぞみ幼稚園）（のぞみ幼稚園）

浜崎  浜崎  結結
ゆ のゆ の

心心 さんさん
（のぞみ幼稚園）（のぞみ幼稚園）



これからを考える

納骨堂アンケート結果
　

町
で
は
納
骨
堂
に
関
す
る
町
民
の

皆
さ
ん
の
考
え
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
、「
納
骨
堂
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
集
計
結
果
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
の
ご
意
見
も

１００
件
以
上
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
す
べ
て
を
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

各
集
落
の
区
長
さ
ん
に
は
、
集
計

結
果
と
そ
の
他
の
ご
意
見
を
印
刷
し

て
お
配
り
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

民
税
務
課
の
窓
口
に
も
集
計
結
果
を

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

男性 295人、女性 246人、計 545人の
皆さんにご回答いただきました。

回答いただいた90％以上が50歳代以上の方
でした。

※集計パーセントの合計は端数処理の結果100％にならない場合があります。

　「納骨堂」・・ 遺骨を納め入れる堂（建物）のことで、個人、夫婦といったさまざま

な単位で遺骨を収蔵することができます。

　「合
が っ そ う ぼ

葬墓」・・ 血縁の関わりがない不特定多数の人を共同で埋葬する形式のお墓の

ことで、遺骨は不特定多数の人のものがひ
・ ・ ・ ・ ・

とまとめに埋葬されます。

町ホームページ
QRコード

60 歳代60 歳代
171 人171 人（31％）（31％）

70 歳代70 歳代
179 人179 人（33％）（33％）

80 歳代以上80 歳代以上
101 人101 人（19％）（19％）

50 歳代50 歳代
59 人59 人（11％）（11％）

未記入 1 人
（0％）

40 歳代
21 人（4％）

30 歳代
10 人（2％）

20 歳代
3 人（0％）

(545 )

男性 295 人男性 295 人
（54％）（54％）

女性 246 人女性 246 人
（45％）（45％）

未記入 4 人
（1％）
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463人（85％）が管理するお墓がある。お墓を引き継ぐ人がいない・決まってい
ない人が210人（39％）。

335人が墓じまいが話題になったこと
がある。

納骨堂の必要性（将来を含む）を感じて
いるのは456人（83％）。

合葬墓の必要性（将来を含む）を感じて
いるのは363人（67％）。

そ
れ
が
か
え
っ
て
話
し
合
い
を
持
て

な
い
と
い
う
か
、
考
え
た
く
な
い
と

い
う
、
う
や
む
や
な
状
態
で
困
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

し
て
、
少
し
で
も
将
来
に
向
け
て
の

話
し
合
い
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。【
60
歳
代
女
性
】

　

定
期
的
な
墓
参
り
に
加
え
て
お
盆
、

シ
バ
サ
シ
ィ
、
ウ
ヤ
ン
コ
ー
と
伝
統

的
な
行
事
法
事
等
、
先
祖
を
守
っ
て

い
く
の
は
残
さ
れ
た
人
達
の
宿
命
だ

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
で
き
に
く

く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。
将
来
的
に
も
コ
ロ
ナ
禍
で
親

族
が
集
ま
る
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
が
続
く
と
思
い
ま
す
。
墓
参
り
を

す
る
親
族
も
な
く
、
荒
れ
た
墓
に
な

る
よ
り
は
共
同
納
骨
堂
に
安
置
さ
れ

る
方
が
安
ら
か
な
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
合
葬
墓
に
つ
い
て

は
生
前
に
親
族
と
納
得
い
く
ま
で
話

し
合
い
を
し
、
故
人
の
意
見
を
尊
重

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も

遠
く
な
い
将
来
増
え
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。【
60
歳
代
女
性
】

　

大
変
重
要
な
企
画
だ
と
思
い
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
み
で
終
わ
ら
せ

る
こ
と
な
く
現
実
の
も
の
へ
と
な
る

よ
う
実
現
の
方
向
へ
と
歩
ん
で
ほ
し

い
で
す
。今
後
必
須
に
な
る
と
思
う
。

現
時
点
で
望
ん
で
い
る
人
も
あ
る
よ

う
で
す
。【
70
歳
代
女
性
】

　

お
墓
を
こ
れ
か
ら
建
て
る
予
定
は
あ

る
が
、
後
々
自
分
の
下
の
世
代
が
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
く
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
身
内
の
だ
れ

か
に
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
負
担
に
な

ら
な
い
か
心
配
。
の
ち
の
ち
合
葬
と
な

る
の
で
は
な
く
、
永
代
で
納
骨
堂
に
入

ら
れ
る
の
が
私
個
人
の
理
想
で
す
。
子

供
が
い
な
い
場
合
33
回
忌
が
終
わ
っ
て

合
葬
ま
で
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
わ

か
ら
な
い
し
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
全

て
の
手
配
を
終
え
て
お
き
た
い
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
理
想
を
言
え
ば
各
集
落
に

作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。【
40
歳
代
男
性
】

　

現
在
は
兄
弟
で
お
墓
の
管
理
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
を
見
る
人
が
い
な
い

と
い
う
状
態
。
問
題
は
深
刻
な
の
だ
が
、

いる 275 人いる 275 人
（50％）（50％）

まだ決まって
いない

134 人（25％）

いないいない
76 人（14％）（14％）

墓石なし
55 人（10％）

未記入
5 人（1％）

ある 463 人ある 463 人
（85％）（85％）

ないない
76人76 人（14％）（14％）

未記入
2 人（0％）

今後購入
4 人（1％）

必要必要
193 人193 人（35％）（35％）

将来的に必要将来的に必要
263 人263 人（48％）（48％）

必要性はない
26 人（5％）

よく分からない
56 人（10％）

未記入
2 人（0％）

その他
5 人（1％）

ある 335 人ある 335 人
（61％）（61％）

ないない
203 人203 人（37％）（37％）

未記入
7 人（1％）

10

必要必要
130 人130 人（24％）（24％）

将来的に必要将来的に必要
233 人233 人（43％）（43％）

必要性はない
４9 人（9％）

よく分からないよく分からない
112 人112 人（21％）（21％）

その他
10 人（2％）

未記入
11 人（2％）
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早速上中集落（廣秀範区長）公民館で実施された夕読

み放送では、浜田凉
りょうえい

瑛くん（喜界小 5 年・上中）と幸

得琉
りゅうと

俊くん（同 5 年・上中）がやや緊張の面持ちなが

らも元気のいい声を響かせていた。廣区長は「子どもた

ちの元気な声に集落が明るくなる。集落の方々も喜んで

おり、とてもいい取り組み」と頬をゆるめる。

　2 月 21 日（日）の午前 10 時からあゆみ幼稚園体

育館で本番を迎える「わらび・しまゆみた狂言」では、

子どもたちの練習の成果が存分に発揮されることを

期待したい。

喜界島言語文化保存会（生島常範代表）が取り組ん

でいる「わらび・しまゆみた狂言」。今年は上嘉鉄

地区で開催すべく、子どもたちが稽古に励んでいる。し

かしながら、引き続くコロナ禍で狂言講師の先生がなか

なか来島できなかったり、密を避けるためにし
・ ・ ・ ・ ・

まゆみた

の指導も効率的に実施できない状況が続いていた。そ

こで生島代表らが目を付けたのが、以前はどの集落で

も行われていた夕読み放送。台詞の練習を兼ねて集落

公民館から夕読み放送を行い、子どもたちの台詞まわし

技術の向上を図ろうというもの。区長さんの理解もあり、

喜界島言語文化保存会

　しまゆみた狂言で夕読み放送が復活！

夕読み放送の様子 手前から幸得琉俊くん、浜田凉瑛くん 台詞指導する緋月真歩副代表（左端）と生島常範代表

　峰山建設に銀色有功章贈呈！

日本赤十字社

株式会社 峰山建設（峰山奥恵喜代表取締役）の

長年の功績に対し 1 月 27 日、町長室にて日

本赤十字社銀色有功章の伝達式が行われた。これは、

（株）峰山建設が長年にわたり日本赤十字社に寄付

を行ってきた功績に対して送られたもの。

　峰山奥恵喜代表取締役は「いち企業の社会貢献へ

の思いから毎年行ってきた。今後も喜界島から様々

な価値を世の中に提供し、１人でも多くの方の役に

立てるよう努めていきたい」と力強く話した。

鹿児島県選挙管理委員会が主催する令和 2 年度

明るい選挙啓発ポスターコンクールで喜界中

2 年の喜禎あさひさんが、見事特選に輝いた。

　あさひさんは「宿題で提出した作品がこのような

賞をいただけてうれしい。生徒会選挙に関わってい

たり、祖父も選挙活動に関わっていたことから選挙

は身近に感じていた。祖父も受賞を喜んでいたので

よかった」と笑みを浮かべた。

　町選挙管理委員会では、あさひさんの受賞作品を

来年度の選挙啓発に活用していく予定。

明るい選挙啓発ポスターコンクール

　喜禎あさひさん（喜界中２年）が特選

左から あさひさんと町選挙管理委員会の益委員長
左から金江副町長、隈崎町長、峰山社長、喜界町社会福

祉協議会 佐藤会長、同協議会 界田事務局長
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中里集落の伝統行事フユンミ（冬折目）の際に歌

われる歌の楽譜を、喜界高校普通科 3 年の正木

深
み な み

奈己さん（中里）が作成した。これは授業の一環で

取り組んだもので、一つずつ音程

やリズムをキーボードで確認しな

がら譜面に起こし、完成させた。

　フユンミはウヤンコーから 9 日目の

「かのえうま」に当たる日のことで、フ

ユンミの夜は子どもたちが歌を歌いな

がら家々をまわって、もちもらいをする。

喜界高校 正木さん

　中里集落のフユンミ楽譜を作成

深奈己さんが作成し、企画観光課に提供してくれた楽譜♪

　新春ドッジボール大会を開催！

きかい 100 スポーツクラブ主催

新春ドッジボール大会 2021 が 1 月 17 日、町

体育館にて開催され、小学生 110 人が参加し

た。大会開催にあたり、新型コロナ感染症感染予防

策として参加者、保護者の入場前の検温と名簿記載、

アルコール消毒などを徹底した。

　大会は、A 級（5・6 年生）B 級（4 年生以下）

に分かれて試合が行われた。今大会は、体育館の真

ん中にコートを作り、競技者以外はマスク着用を徹

底するとともに保護者は 2 階から応援。子供たち

の元気あふれるプレーに応援にも熱が入り大会を盛

り上げた。

元全日本女子バレーボールチーム監督の柳本晶

一さんを講師に迎えた「喜界サンライズジュ

ニアバレーボールクラブバレー教室」が昨年 12 月

19 日、町体育館にて開催された。これは、小学生

のバレー指導を行う西征男さん（西目）と柳本さん

の奥さん同士が知り合いだった縁から実現したも

の。当日は小学生から高校生までの女子バレーボー

ル部員らを中心に約 40 人が参加。柳本さんの論理

的で分かりやすい指導に、子どもたちはもとより大

人たちも真剣な様子で聞き入っていた。

元全日本女子バレーボール監督

　柳本晶一さんが技術指導！

偉大なレジェンドの指導を熱心に聞く子どもたち

中里集落のフユンミの様子

子どもたちの元気あふれるプレーが展開

正木深奈己さん
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Kikaij ima information

2021.2きかいかわら版
井康

やすみち

道くん（早町小６年）　最高賞の鹿児島県知事賞に輝く！向
ご存知の方も多いと思うが、早町小学校の 6

年の向井康道くん（志戸桶）が第 68 回鹿児島
県理科に関する研究記録展で、最高賞の鹿児島
県知事賞を受賞した。
　康道くんの研究テーマは「農業の働き方改
革 ! !」。その内容は、身近にある農作物栽培に
目を向け「農薬を使わずに除草の手間を省き、
実用的で効果的な農法を探し、実際に野菜を育
てたい」というもの。
　具体的には、一日の中で一番高い地温を積み
重ねていく「積算地温」という手法が、どれだ
け雑草の生長を遅らせたり、抑えたりする効果
があるかを検証した。実はこの研究、足かけ 2
年に及ぶ大掛かりなもの。研究記録 49 ページ、
付随資料の写真資料集 23 ページに及ぶ超大作
だ。
　康道くんは、積算地温を上げる効果的な手
法を探るため、最初の半年間はマルチと呼ば
れるビニールを畑に覆いかぶせて地温を上げ
る方法を検証。色違いのビニール素材ごとに 1
日 20 個以上のデータを毎日収集し、記録して
いった。その 1 年目の基礎データをもとに、2

年目はその表面をガスバーナーで熱した場合
の雑草の状態を調べたり、土の性質（土性）の
違いが地温の上がり方にどう影響するのかを
調べるなど、さらに発展させた研究を行った。
　康道くんは「ハウスで使っていた古いビニー
ルシートを庭の雑草の上に置いていたら草が
枯れたのをお父さんと見ていて、この研究を
やってみようと思い立った。一番大変だった
のは、毎日毎日欠かさずしなければならなかっ
たデータ収集。夏休みもずっとかかりきりだっ
た。お母さんの協力もあって何とか研究をまと
めることができた。県知事賞をもらったことは
もちろん嬉しかったけれど、何より研究が終
わったことにほっとした。研究は大変だけど、
もう次に調べてみたいことがある。次はサトウ
キビについて調べてみようかな」と目を輝かせ
た。
　将来は青年海外協力隊（ＪＩＣＡ）として開
発途上国で農業技術指導に携わりたいと話す
康道くん。今回の研究で夢に一歩、確実に近づ
いたことだろう。
　今後も康道くんの活躍から目が離せない。

伝達式 左から久保教育伝達式 左から久保教育長、康道くん、長田校長、教育委員会菊池事務局長長、康道くん、長田校長、教育委員会菊池事務局長

研究記録表紙研究記録表紙 手書きのイラストや研究課程の写真、グラフなどを用いて分かりやすくまとめた研究記録手書きのイラストや研究課程の写真、グラフなどを用いて分かりやすくまとめた研究記録

家庭菜園で野菜の生長具合を確認する康道くん家庭菜園で野菜の生長具合を確認する康道くん

6



7 Kikai Public Relations 2021.2



教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

　

喜
界
町
で
は
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
心

を
育
む
た
め
に
、
読
書
大
賞
の
表
彰
を
行

う
等
、
読
書
活
動
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

喜
界
中
学
校
で
は
、
作
文
指
導
に
力
を

入
れ
、
生
徒
が
様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
を
果
た
し
、
学
校
賞
も
３
つ
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
文
を
書
く
と
い

う
こ
と
は
、
生
徒
に
と
っ
て
次
の
よ
う
な

価
値
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ナ
リ
味
噌
造
り
に
つ
い
て

12
月
26
日
（
土
）
と
27
日
（
日
）
に

N
P
O
法
人
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

め
ば
え
と
大
島
養
護
学
校
喜
界
支
援
教
室

及
び
喜
界
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
ソ
テ

ツ
の
実
の
「
ナ
リ
味
噌
造
り
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ナ
リ
味
噌
は
、
ソ
テ
ツ
の
実
か
ら
取
っ

た
デ
ン
プ
ン
と
玄
米
・
大
豆
を
原
料
と
し

た
味
噌
で
す
。

　

今
回
の
ナ
リ
味
噌
造
り
は
、
島
の
歴
史

や
文
化
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
欲
し

い
と
、
子
ど
も

支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
め
ば
え

が
開
催
し
ま
し

た
。

　

ソ
テ
ツ
の
実

は
、
事
前
に
生

徒
の
皆
さ
ん
が

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
学
校
賞
を

受
賞
し
ま
し
た

「
新
成
人
の
こ
と
ば
」に
つ
い
て

収
穫
し
、
水
に
さ
ら
し
て
下
処
理
し
た
後
、

粉
砕
し
て
粉
に
し
た
も
の
を
使
用
し
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
味
噌
は
、
数
箇
月
熟
成
さ

せ
た
後
、
生
徒
た
ち
と
試
食
会
を
行
う
予

定
で
す
。

　

１
月
15
日
（
金
）
に
N
H
K
鹿
児
島
の

番
組
内
で
県
内
の
新
成
人
の
言
葉
を
紹
介

す
る
企
画
、「
新
成
人
未
来
を
語
る
」
が

放
送
さ
れ
、本
町
の
竹
下
耕
大
さ
ん
の「
新

成
人
の
こ
と
ば
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
下
耕
大
さ
ん
の
「
新
成
人
の
こ
と

ば
」
の
映
像
は
、
N
H
K
鹿
児
島
放
送
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。

○
言
葉
に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
方
を
形
成
し

た
り
新
し
い
考
え
方
を
生
み
出
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
言
葉
か
ら
様
々
な
こ
と
を
感
じ
た
り
、
感

じ
た
こ
と
を
言
葉
に
し
た
り
す
る
こ
と
で

心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
言
葉
を
通
じ
て
人
や
社
会
と
関
わ
り
、
自

他
の
存
在
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

喜
界
町
に
は
、
す
ば
ら
し
い
図
書
館
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
喜
界
町
の

図
書
館
を
活
用
し
、
ご
家
庭
で
も
読
書
に

親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
受
賞
】

【
個
人
】

○
第
45
回「
小
さ
な
親
切
」作
文
コ
ン
ク
ー

ル
（
全
国
）
優
秀
賞

　

小
山　

光
さ
ん  (

喜
界
中
一
年)

○
第
42
回
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
（
中
央
審
査
）
佳
作

　

上
地　

琉
喜
さ
ん　

(

喜
界
中
二
年)

　

喜
禎　

あ
さ
ひ
さ
ん(

喜
界
中
二
年)

　
（
鹿
児
島
地
方
審
査
）
入
選

　

和
田　

乙
葉
さ
ん(

喜
界
中
三
年)

　

瀧
元　

楓
さ
ん　

(

喜
界
中
二
年)

　

市
山　

綾
乃
さ
ん(

喜
界
中
二
年)

○
第
63
回
鹿
児
島
県
児
童
生
徒
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
（
県
審
査
）
特
選

　

坂
本　

す
み
れ
さ
ん(
喜
界
中
二
年)

　
（
県
審
査
）
入
選

　

体
岡　

大
地
さ
ん　

(

喜
界
中
三
年)

喜
禎　

あ
さ
ひ
さ
ん(

喜
界
中
二
年)

　

小
山　

光
さ
ん  (

喜
界
中
一
年)

○
第
34
回
「
健
康
増
進
月
間
」
作
文
・

標
語
・
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
（
最
高
賞
）
知
事
賞

　

喜
禎　

あ
さ
ひ
さ
ん(

喜
界
中
二
年)

【
学
校
賞
】

○
第
34
回
「
健
康
増
進
月
間
」
作
文
・
標

語
・
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

○
第
63
回
鹿
児
島
県
児
童
生
徒
作
文
コ
ン

ク
ー
ル

○
第
45
回
「
小
さ
な
親
切
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

受賞者のみなさん

個別の受賞者については左のペー

ジをご覧ください。

砕いた状態のソテツの実

ソテツの実を粉にしている様子
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水の作文コンクール（中央審査）佳作の
左から上地 琉喜さん、喜禎 あさひさん

「小さな親切」作文コンクール（全国）
優秀賞の小山 光さん

水の作文コンクール（鹿児島地方審査）入選の
左から市山 綾乃さん、瀧元 楓さん、上地 琉喜さん（優秀賞）、和田 乙葉さん、喜禎 あさひさん

児童生徒作文コンクール（県審査）入選の、左から小山光さん、
喜禎あさひさん、坂本すみれさん（特選）、体岡大地さん

健康増進月間作文・標語・川柳コンクール
で最高賞の知事賞受賞　喜禎 あさひさん

学校賞も複数受賞　左から「小さな親切」作文コンクール、児童
生徒作文コンクール、健康増進月間作文・標語・川柳コンクール

　

受
賞
さ
れ
た
生
徒
の

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
躍
も
期
待

し
て
い
ま
す
(^o^)
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　  科学研究所　  科学研究所（サンゴ研）（サンゴ研）

サンゴ通信
№ 33№ 33

「ようこそ！サンゴ礁科学の世界へ」シリーズ
　

昨
年
12
月
19
日
に
、
喜
界
町
役

場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
講
演

会
「
礼
文
島
と
喜
界
島
」
を
開
催
（
オ

ン
ラ
イ
ン
同
時
配
信
）
し
、
計
121
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
本
講
演
会
は
北

と
南
の
離
島
の
文
化
・
自
然
環
境
の

共
通
点
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

喜
界
島
と
北
海
道
礼
文
島
を
舞
台

に
活
動
す
る
様
々
な
分
野
の
研
究

者
が
講
演
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
演
会
冒
頭
で
サ
ン
ゴ
研
の
渡

邊
理
事
長
よ
り
、
サ
ン
ゴ
礁
研
究

の
聖
地
と
し
て
の
喜
界
島
、
さ
ら
に

研
究
所
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
「
キ
カ
イ
カ
レ
ッ
ジ
」「
ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
文
理
融
合
型
の
地
球

環
境
学
と
し
て
〝
時
空
を
超
え
る

価
値
〝
を
議
論
す
る
「
ミ
ラ
イ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
そ
の
取

り
組
み
や
展
望
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
か
け
る
想
い
を
お
話
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
考
古
学
が
ご
専
門
の

加
藤
博
文
教
授
（
北
海
道
大
学
）
は
、

研
究
対
象
と
し
て
の
礼
文
島
の
特

徴
や
環
境
変
動
と
人
々
の
関
係
に
関

す
る
研
究
事
例
を
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
海
外
・
国
内
の
若
手
研

珊
瑚
の
唄
が
聴
こ
え
る

珊
瑚
の
唄
が
聴
こ
え
る
2
0
2
0

2
0
2
0

講
演
会

「
礼
文
島
と
喜
界
島
～
北
と
南

の
島
で
の
研
究
・
教
育
・
地
域

交
流
へ
の
誘
い
～
」
開
催

究
者
に
向
け
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー

ル
や
、
研
究
成
果
を
地
元
の
小
中
高

生
に
伝
え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
蔦
谷
匠
助
教
（
総

合
研
究
大
学
院
大
学
）
に
は
、人
骨
・

動
物
骨
の
安
定
同
位
体
分
析
か
ら

わ
か
っ
て
き
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
の
資

源
利
用
と
島
嶼
環
境
に
お
け
る
先

史
人
の
生
き
様
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
然
人
類
学
を
専

門
と
さ
れ
る
澤
藤
り
か
い
研
究
員

（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
）
か
ら
は
、

ヒ
ト
の
歯
石
や
礼
文
島
の
土
壌
か
ら

昔
の
人
の
食
生
活
を
明
ら
か
に
す
る

研
究
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
サ

ン
ゴ
研
の
山
崎
敦
子
所
長
か
ら
は

化
石
サ
ン
ゴ
の
化
学
分
析
に
よ
っ
て

復
元
さ
れ
た
喜
界
島
の
環
境
変
化

や
礁
を
つ
く
る
サ
ン
ゴ
の
種
の
変
遷

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
、
島
で
研
究
を
行
う
人
達
に
期

待
す
る
こ
と
、
文
理
融
合
型
の
研
究

や
教
育
の
展
望
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
、
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
講
演
会
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
今
後
も
学
問
分
野
の
垣
根

を
超
え
た
共
同
研
究
を
進
め
、
過

去
か
ら
現
在
の
地
球
環
境
・
人
の
暮

ら
し
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
、
未
来

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

て
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
「
珊
瑚
の
唄
が
聴
こ

え
る
」
で
は
、
喜
界
島
か
ら
東
郷

さ
や
か
さ
ん
・
安
田
ひ
ろ
き
さ
ん

に
よ
る
島
唄
と
時
本
茂
花
さ
ん
に

よ
る
エ
イ
サ
ー
が
披
露
さ
れ
、
喜

界
島
の
風
が
全
国
に
届
き
ま
し
た
。

渡
邊
理
事
長
に
よ
る
基
調
講
演

で
は
、
キ
カ
イ
カ
レ
ッ
ジ
の
サ
ン

ゴ
塾
生
・
北
海
道
大
学
の
学
生
が

Z
O
O
M
で
出
演
し
、
サ
ン
ゴ
礁
・

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
・

「
100
年
後
に
残
す
」
と
い
う
理
念
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

ラ
ス
ト
は
、
喜
界
島
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

土
岐
宏
大
さ

ん
、
ミ
ス
フ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
ッ
ト

M
i
y
u
u
&
S
a
k
i

の
お
二

人
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

e
r
i

さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ

イ
ブ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

Y
o
u
T
u
b
e
の
当
日
視
聴
者

は
100
人
を
越
え
、
動
画
配
信
か
ら

一
週
間
で
再
生
回
数
は
2
0
0
0
回

を
越
え
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

見
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
が
喜
界
島
・

研
究
所
に
来

て
、
サ
ン
ゴ

に
触
れ
、
共

に
未
来
を
考

え
て
く
だ
さ

る
と
嬉
し
い

で
す
。

　

〝
サ
ン
ゴ
〝
を
テ
ー
マ
に
豊
か
な

未
来
に
つ
い
て
考
え
、
全
世
界
に

発
信
し
て
い
く
た
め
に
、
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が

「
珊
瑚
の
唄
が
聴
こ
え
る
」
で
す
。

昨
年
、
研
究
所
で
1
回
目
が
行
わ

れ
、
今
年
は
2
回
目
と
な
り
ま
す
。

本
来
な
ら
、
今
年
も
喜
界
島
で
行

わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
Y
o
u
T
u
b
e
で
全
国
配

信
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
川
崎
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
C
L
U
B
C
I
T
T
A
‘
A
‘

T
T
I
C
と
喜
界
島
の
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
・
サ
バ
ニ
に
集
ま
り
、
２
つ

の
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、

ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
研
究

所
か
ら
は
、
川
崎
の
会
場
に
渡
邊

理
事
長
と
研
究
所
イ
ン
タ
ー
ン
生
、

喜
界
島
の
会
場
に
研
究
所
ス
タ
ッ

フ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

渡
邊
理
事
長
が
登
壇
し
た
第
1

部
の
「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で

は
、
3
名
の
ゲ
ス
ト
が
「
ど
う
や
っ

て
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
た
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
、

想
い
を
語
り
ま
し
た
。
渡
邊
理
事

長
は
サ
ン
ゴ
礁
と
い
う
切
り
口
か

ら
社
会
、
そ
し
て
居
場
所
に
つ
い

【川崎会場の様子】

サ
ン
ゴ
活
動
記

11 Kikai Public Relations 2021.2
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

寒
い
冬
　

転
ん
で
骨
折
　

要
注
意

　

こ
の
冬
、
高
齢
者
の
方
が
骨
折

し
て
入
院
し
た
と
い
う
話
を
よ
く

聞
く
な
あ
と
思
っ
て
い
る
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

冬
場
は
、
寒
さ
で
筋
肉
が
固
く

な
る
、関
節
の
痛
み
が
強
く
な
る
、

重
ね
着
を
す
る
な
ど
の
要
因
で
体

の
動
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
で
転
倒
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
高
齢
者

の
方
は
骨
粗
し
ょ
う
症
で
骨
そ
の

も
の
が
弱
く
な
っ
て
い
る
方
も
多

く
、
転
倒
し
て
骨
折
す
る
こ
と
が

と
て
も
多
い
の
で
す
。
骨
折
し
て

も
、
手
術
や
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
お

元
気
に
な
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で

す
が
、
入
院
や
安
静
期
間
に
認
知

症
を
発
症
し
た
り
、
寝
た
き
り
に

な
っ
て
し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
た
っ
た
一
度
の
転
倒
で

く
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
つ

ま
づ
く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

手
す
り
の
設
置
や
段
差
解
消
は
要

介
護
認
定
を
受
け
な
く
て
も
補
助

が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
が
一
変
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。「
こ
ろ
ば
な
い
こ

と
」
は
私
た
ち
が
一
日
で
も
長
く

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

動
き
始
め
の
転
倒
に
注
意

椅
子
や
ベ
ッ
ド
か
ら
立
ち
上

が
っ
て
歩
き
出
そ
う
と
し
た
時
、

振
り
向
い
た
と
き
な
ど
に
、
ふ
ら

つ
い
て
転
倒
す
る
と
い
う
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

★
動
き
出
す
前
に
、
椅
子
に
座
っ

た
ま
ま
足
踏
み
を
す
る

★
足
を
肩
幅
程
度
に
開
き
、
椅
子

か
ら
ゆ
っ
く
り
立
ち
座
り
を
繰

り
返
す

な
ど
の
準
備
運
動
を
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

す

転
倒
を
予
防
す
る
環
境
づ
く
り

　

よ
く
歩
く
と
こ
ろ
に
電
源
コ
ー

ド
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
カ
ー
ペ
ッ

ト
に
つ
ま
づ
い
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
自
分
で
思
っ
て

い
る
よ
り
も
足
が
上
が
っ
て
い
な

子
ど
も
の
骨
の
特
徴

　

高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど

も
の
骨
は
大
人
と
比
べ
る
と
柔
ら

か
い
為
、
転
ん
だ
り
打
っ
た
り
し

て
骨
折
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
身
長
が
急
激
に
伸
び
る
時

期
は
、
成
長
に
骨
の
強
さ
が
追
い

つ
か
な
い
た
め
、
骨
折
の
ハ
イ
リ

ス
ク
期
で
も
あ
り
ま
す
。
骨
折
を

予
防
す
る
に
は
、
骨
を
丈
夫
に
す

る
こ
と
が
大
切
。
人
生
の
中
で
一

番
盛
ん
に
骨
が
作
ら
れ
る
の
が「
成

長
期
」。
こ
の
時
期
に
、
い
か
に
骨

量
を
増
や
す
か
、
い
か
に
良
質
な

骨
を
作
る
か
が
将
来
の
骨
の
健
康

を
維
持
す
る
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

骨
を
強
く
す
る
ポ
イ
ン
ト

●
栄
養
素
を
摂
る

　

骨
を
強
く
す
る
た
め
に
は
『
骨

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
』。
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン

D
・
ビ
タ
ミ
ン
K
を
同
時
に
摂
取

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
骨
の
健

康
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
と
い
う

と
、
私
た
ち
は
ま
ず
カ
ル
シ
ウ
ム

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
カ
ル
シ

ウ
ム
を
骨
に
吸
着
さ
せ
や
す
く
す

る
、
ビ
タ
ミ
ン
D
の
助
け
が
あ
っ

て
こ
そ
カ
ル
シ
ウ
ム
が
効
率
的
に

吸
収
さ
れ
ま
す
。  

カ
ル
シ
ウ
ム
…
…
牛
乳
・
乳
製
品
、

小
魚
、
干
し
エ
ビ
、
小
松
菜
、
チ

ン
ゲ
ン
菜
、
大
豆
製
品
な
ど

ビ
タ
ミ
ン
D
…
…
鮭
、
う
な
ぎ
、

サ
ン
マ
、
メ
カ
ジ
キ
、
イ
サ
キ
、

カ
レ
イ
、
シ
イ
タ
ケ
、
キ
ク
ラ
ゲ
、

卵
な
ど

ビ
タ
ミ
ン
K
…
…
納
豆
、
ホ
ウ
レ

ン
草
、
小
松
菜
、
ニ
ラ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど

●
適
度
に
紫
外
線
を
浴
び
る

　

ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
紫
外
線
を
浴

び
る
と
体
内
で
も
作
ら
れ
ま
す
。

夏
な
ら
木
陰
で
30
分
、
冬
な
ら
1

時
間
程
度
の
日
光
浴
が
お
勧
め
で

す
。
熱
中
症
や
日
焼
け
対
策
を
忘

れ
ず
に
紫
外
線
を
浴
び
る
習
慣
を

作
り
、
骨
を
強
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
習
慣
を
つ
け
る

　

運
動
し
て
骨
に
負
荷
を
か
け
る

と
、
そ
れ
が
刺
激
と
な
っ
て
、
骨

を
丈
夫
に
し
ま
す
。
成
長
期
に
は

同
じ
部
位
だ
け
を
使
う
動
き
で
は

な
く
、
な
る
べ
く
い
ろ
ん
な
動
き

を
含
む
身
体
全
体
を
使
う
動
き
が

望
ま
し
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

目
で
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
運
動
の
や
り
す
ぎ
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

●
睡
眠

　

睡
眠
中
に
分
泌
さ
れ
る
成
長
ホ

ル
モ
ン
は
、
骨
を
強
く
成
長
さ
せ

る
役
割
が
あ
る
た
め
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
し
っ
か
り
と
睡
眠
時
間
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

外
遊
び
を
し
よ
う
!!

　

ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
家
に
こ
も
る
遊
び
に
偏
る
と

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ

の
た
め
、
骨
が
し
っ
か
り
と
育
た

ず
、
些
細
な
こ
と
で
骨
折
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
遊
び
は
体
力
を
つ
け
る
だ
け

で
な
く
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
・
ス
ト
レ

ス
解
消
・
集
中
力
ア
ッ
プ
も
期
待

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
外
活
動
を
‼

　

骨
の
成
長
は
、
身
長
が
伸
び
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
よ
。

目
指
せ
★

丈
夫
な
骨
の
貯
金

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

14



図書館図書館のすゝめのすゝめ

郷土発《第 18 回 喜界島ゆかりの著作物の紹介》
喜界島ゆかりの方がこれまで本の出版をされています。
新着ばかりでなく、過去に出版された本も紹介していきたいと思います。

喜界町喜界町

『澁澤敬三先生と私』 ～アチック・ミュジアムの日々
　　　拵 嘉一郎 著　2007.10　平凡社《神奈川大学日本常民文化業書》

3 月の休館日

喜界町図書館　
〒 891-6201　鹿児島県大島郡喜界町赤連 30 番地
☎（0997）65-0962　FaX（0997）65-2523
mail：kikailib@town.kikai.lg.jp

moe　2020

絵本屋さん大賞

受賞作品企画

2/5（金）～

＊図書館からのおねがい＊

書き込みがされています 水濡れで誌面がよれています

～本が泣いています～

図書館の本は、
町民の共有財産です。

  1 日（月）

  4 日（木）第一木曜日

  8 日（月）・15 日（月）

22 日（月）・29 日（月）

　正月明けに TBS 系で「天国と地獄」という番組が始まったが、その基となった話が喜界の昔話だと巷
ちまた

で

話題になっている。図書館へも問い合わせが殺到しており、貸出に予約が入るほどである。

　現在、我々が過去の喜界島のことについて調べることができるのは、阿伝出身の故 岩倉市郎氏の存在に

よるところも大きい。もし……た
・ ・ ・ ・

らればがあるとしたら、宮本常一氏同様岩倉氏

の名もこれまで以上に残ったことだろう。彼が民俗学者となりえたのは、彼の優

れた耳と彼の能力を高く評価し、サポートしてくれたアチック・ミューゼアムを

創設した澁澤敬三氏の影響等は否めない。今年の大河ドラマ「晴天を衝け」は、

敬三氏の祖父 澁澤栄一氏が主人公である。幕末から明治そして大正へと変遷す

る時代の中での人との出会いやつながりをこの本を通して読んでほしい。

※今回紹介する著者の故 拵氏は、阿伝小学校時代の岩倉氏の教え子であり、
　フィールドワークの助手もしていた。上京後はアチック・ミューゼア
　ムで書生もされていた。
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碇
山    
将
大

楠
本    

健
輔

鳳
京    

準

高
橋    

真
奈
美

種
畑    

昌
明

堀
内    

啓
介

森
田    

和
義

杉
本    

憲
昭

奥
田    

和
仁

坂
本    

裕
樹

弘
田    

祐
一

菊
池    

英
彦

太
田    

義
仁

南    

佳
枝

近
藤    

健
介

宮
澤    

富
枝

内
田    

富
男

高
橋    

恭
一

諏
訪    

浩
平

オ
ク
ダ  

ケ
ン
ジ

光
岡    

信
昭

八
木
下   

隆
昭

牧
元    

幸
司

霧
島
市

千
葉
県
野
田
市

神
奈
川
県
鎌
倉
市

福
島
県
喜
多
方
市

北
海
道
札
幌
市

富
山
県
高
岡
市

東
京
都
府
中
市

熊
本
県
熊
本
市

兵
庫
県
神
戸
市

千
葉
県
浦
安
市

広
島
県
尾
道
市

東
京
都
日
野
市

大
阪
府
八
尾
市

神
奈
川
県
湯
河
原
町

滋
賀
県
大
津
市

東
京
都
調
布
市

東
京
都
八
王
子
市

神
奈
川
県
厚
木
市

東
京
都
武
蔵
野
市

長
野
県
御
代
田
町

姶
良
市

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
国
分
寺
市

大
阪
府
大
阪
市

兵
庫
県
神
戸
市

東
京
都
新
宿
区

北
海
道
札
幌
市

神
奈
川
県
川
崎
市

埼
玉
県
志
木
市

東
京
都
板
橋
区

長
崎
県
長
崎
市

東
京
都
調
布
市

東
京
都
大
田
区

東
京
都
品
川
区

神
奈
川
県
横
浜
市

鳥
取
県
鳥
取
市

東
京
都
世
田
谷
区

兵
庫
県
宍
粟
市

兵
庫
県
西
宮
市

東
京
都
台
東
区

愛
知
県
小
牧
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
大
田
区

東
京
都
大
田
区

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
茅
箇
崎
市

崎
濱    

昭
彦

中
西    

國
員

橋
本    

明

佐
藤    

正
人

竹
増   

理
紗
子

本
田   

明
日
香

小
川    

剛

松
尾    
澄
夫

安
藤    
英
幸

加
藤    

丈
晴

林    

文
祥

新
田    

成
人

岡
野    

靖
子

川
口    

剛
史

久
保    

修

中
村    

亮

鈴
木   

あ
す
か

岩
瀬    

秀
樹

岸
本    

雅
彦

佐
藤   

か
お
る

妻
鳥    

秀
一

下
釜   

美
樹
子

木
全    

謙
太

長
野
県
下
諏
訪
町

東
京
都
台
東
区

神
奈
川
県
横
浜
市

大
阪
府
箕
面
市

埼
玉
県
越
谷
市

東
京
都
品
川
区

神
奈
川
県
横
須
賀
市

東
京
都
八
王
子
市

兵
庫
県
尼
崎
市

東
京
都
大
田
区

東
京
都
目
黒
区

静
岡
県
長
泉
町

東
京
都
日
野
市

大
阪
府
豊
中
市

東
京
都
江
東
区

福
岡
県
苅
田
町

北
海
道
札
幌
市

兵
庫
県
神
戸
市

神
奈
川
県
横
浜
市

大
阪
府
大
阪
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
都
練
馬
区

群
馬
県
高
崎
市

花
岡    

敏
雄

石
川    

俊
平

加
山    

浩
行

山
本    

清
和

壺
倉    

彰

林    

義
孝

山
崎    

寿
実

筒
井    

敏
人

三
好    

昭
弘

藤
田    

城
治

亀
山    

優
子

大
橋    

伸
基

中
村    

哲
也

林    

順
一

高
原    
淳

髙
橋    
怜
士

叶    

拓
斗

高
嶋    

善
平

藤
生    

圭
弘

佐
々
木    

義
明

茂
木    

竜
一

高
橋    

裕
之

山
本    

裕
代

ふ
る
さ
と
納
税（
寄
付
金
）※
敬
称
略   

心
温
ま
る
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

大
阪
府
大
阪
市

茨
城
県
土
浦
市

東
京
都
狛
江
市

山
梨
県
甲
府
市

神
奈
川
県
藤
沢
市

東
京
都
昭
島
市

東
京
都
台
東
区

大
阪
府
大
阪
市

兵
庫
県
加
古
川
市

東
京
都
品
川
区

東
京
都
世
田
谷
区

東
京
都
武
蔵
野
市

東
京
都
中
央
区

東
京
都
昭
島
市

愛
知
県
岡
崎
市

神
奈
川
県
茅
箇
崎
市

東
京
都
足
立
区

神
奈
川
県
川
崎
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
世
田
谷
区

大
阪
府
河
内
長
野
市

東
京
都
港
区

鹿
児
島
県
鹿
屋
市

岡
山
県
岡
山
市

大
和    

善
之

長
谷
川    

邦
央

林    

和
美

三
澤    

健
司

小
田
切  

乃
理
子

今
井    

順
二

高
橋    

徹

奥
田    

則
信

前
田    

真
理
子

小
池    

雅
樹

朝
倉    

都

古
賀    

千
尋

中
野    

章
洋

渡
辺  

ち
あ
き

朝
倉    

悠
介

高
橋    

宏
行

佐
々
木  

峰
子

内
田    

潔

津
島    

越
朗

福
島    

優
作

久
保    

峻

図
師    

武

澤
田    

武
志

徳    
哲
也

木
原    
茂

東
京
都
港
区

三
重
県
鈴
鹿
市

東
京
都
練
馬
区

東
京
都
中
央
区

東
京
都
調
布
市

大
分
県
大
分
市

東
京
都
豊
島
区

神
奈
川
県
川
崎
市

愛
知
県
瀬
戸
市

兵
庫
県
神
戸
市

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
世
田
谷
区

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

埼
玉
県
新
座
市

千
葉
県
佐
倉
市

福
岡
県
太
宰
府
市

埼
玉
県
春
日
部
市

大
阪
府
吹
田
市

広
島
県
広
島
市

大
阪
府
大
阪
市

静
岡
県
浜
松
市
南
区

和
歌
山
県
和
歌
山
市

埼
玉
県
草
加
市

東
京
都
大
田
区

福
岡
県
福
岡
市

友
井    

純
子

澤
田    

純
一

國
井    

隆

福
井    

俊
平

渡
辺    

倫
久

永
岡    

壯
三

浅
野    

幸
平

伊
藤    

恵
子

高
橋  

ま
ゆ
み

亀
井    

實

矢
吹    

一
峰

許    

虎

鈴
木    

悠
香

岩
崎    

義
政

石
崎    

勇
太

上
村    

真
仁

林    

泰
紀

井
上  

美
奈
子

瀬
尾    

信
吾

嶋
津    

和
宏

柳
田    

吉
秀

林
元    

光
広

陳    

曦

福
住    

仁

加
藤    

勝
美
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時
澤    

和
豊

松
本    
幸
三

石
本    

浩
一

島
田    

堅
司

白
石    

巖

開    

弘
美

田
口    

絵
美

谷
川    

理

清
水    

啓
輔

小
泉   

恵
美
子

五
島    

可
喜

上
山    

晃
司

三
浦    

浩
一

中    

か
ず
み

佐
藤    

秩

中
村    

騎
士

原
田    

信
一

中
島    

圭
介

澤
田   

照
一
郎

田
中    

毅
夫

片
岡    

幸

弓
原    

多
代

西
田   

聖
一
郎

河
原    

敏
男

堀
木    

祥
子

東
京
都
港
区

茨
城
県
境
町

徳
島
県
徳
島
市

大
阪
府
松
原
市

神
奈
川
県
川
崎
市

埼
玉
県
所
沢
市

大
阪
府
岸
和
田
市

東
京
都
板
橋
区

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
豊
島
区

神
奈
川
県
茅
箇
崎
市

三
重
県
四
日
市
市

東
京
都
江
戸
川
区

奄
美
市

神
奈
川
県
横
須
賀
市

北
海
道
札
幌
市

愛
知
県
扶
桑
町

熊
本
県
熊
本
市

神
奈
川
県
相
模
原
市

東
京
都
武
蔵
野
市

神
奈
川
県
横
浜
市

熊
本
県
八
代
市

北
海
道
札
幌
市

山
口
県
下
関
市

千
葉
県
市
川
市

愛
知
県
名
古
屋
市

埼
玉
県
川
口
市

福
岡
県
福
岡
市

神
奈
川
県
横
浜
市

茨
城
県
鹿
嶋
市

静
岡
県
静
岡
市

福
岡
県
福
岡
市

愛
知
県
名
古
屋
市

京
都
府
京
都
市

東
京
都
台
東
区

新
潟
県
新
潟
市

鹿
児
島
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
板
橋
区

神
奈
川
県
川
崎
市

埼
玉
県
所
沢
市

大
阪
府
高
槻
市

東
京
都
江
戸
川
区

奈
良
県
橿
原
市

埼
玉
県
松
伏
町

神
奈
川
県
厚
木
市

大
阪
府
東
大
阪
市

東
京
都
墨
田
区

辻    

正
裕

近
藤    

優
子

高
濱    

洋
一

杉
田    

光
隆

森
内    

嘉
伸

渡
邊    

俊
也

宮
本    

直
樹

長
谷
川   

成
俊

亀
井    

真
彦

乙
野    
瑞
乃

熊
倉    

正
志

才
田   

幸
一
郎

角
野    

信

福
島    

利
市

飯
塚    

昌
幸

飯
島    

悟

冨
田    

洋
平

国
府
田   

徳
明

高
倉   

和
可
子

中
條    

圭
一

阿
部    

悠
里

吉
田    

雅
昭

叶    

守

東
郷晶子子

歌歌カ

ス

カ

ス手手
のの

徒徒
つ

れ

づ

れ

つ

れ

づ

れ然然
な
る
な
る

日

々

日

々

Vol.1
7

Vol.1
7

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
！
シ
ン
ガ
ー
・

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

A
k
i
k
o

T
o
g
o

で
す
!

先
月
号
で
私
の

改
名
を
知
っ
た
テ
ル
コ

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
マ
ー

リ
マ
ー
リ
電
話
を
か
け

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

最
近
は
耳
が
遠
く
な
っ
て
し
ま
い
、
あ
ん
な

に
大
好
き
だ
っ
た
電
話
も
ご
無
沙
汰
気
味
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
「
ア
キ
ー

コ
・
ト
ー
ゴ
ー
！

元
気
で
っ
か
い
～
!?
」
と
電

話
の
向
こ
う
で
久
々
に
弾
む
声
！
ハ
ッ
ゲ
～
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
～
！
私
た
ち
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
も
、
お
知
ら
せ
事
は
、
つ
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
頼
り
が
ち
な
の
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
紙
媒
体
の
有
り
難
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
連
載
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き

て
、
一
番
嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
ね
。
一
番

近
況
を
伝
え
た
い
存
在
に
、
そ
れ
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
か
ら
♬

　

紙
媒
体
と
言
え
ば
、
私
は
こ
こ
２
年
ほ
ど

に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
あ
る
女
性
の
方
と
文

通
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
私
が
お

返
事
を
書
け
る
の
は
４
回
に
１
回
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
な
の
で
す
が
…
）
。
メ
ー
ル
や
ラ
イ

ン
が
主
流
の
今
、
互
い
の
電
話
番
号
も
知
ら

な
い
私
た
ち
の
交
流
手
段
は
、
お
手
紙
か
葉

書
の
み
の
ザ
・
昭
和
ス
タ
イ
ル
！
し
ば
ら
く

お
手
紙
が
も
ら
え
な
か
っ
た
時
は
、
元

気
に
さ
れ
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り
自

宅
ポ
ス
ト
を
度
々
確
認
し
ま
し
た
。
お

手
紙
が
届
い
た
時
、
そ
し
て
お
返
事
を

投
函
す
る
時
、
い
つ
も
心
が
ほ
っ
こ
り

温
か
く
な
り
ま
す
（
こ
れ
で
一
曲
書
け

そ
う
？
）
。
そ
ん
な
私
は
、
彼
女
の
書

く
文
章
が
大
好
き
。
い
つ
も
心
に
浮
か

ぶ
ま
ま
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
く
れ
て
い

る
の
が
分
か
る
ん
で
す
。
旬
の
野
菜
を

天
ぷ
ら
に
し
た
ら
美
味
し
か
っ
た
こ
と
、

頭
に
き
た
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク

だ
っ
た
出
来
事
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、

ド
ラ
イ
ブ
中
に
車
を
と
め
な
が
ら
書

い
て
い
た
ら
虹
が
出
た
こ
と
と
か
。
し

ば
ら
く
入
院
し
て
い
た
時
に
私
の
C
D

を
ず
っ
と
聴
い
て
い
た
と
教
え
て
く
れ

た
時
は
、
私
の
方
が
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
こ
の
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
、
〝
つ

れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
〝
あ
り
の
ま

ま
の
日
常
や
気
持
ち
を
綴
っ
て
く
れ
る
、

ま
る
で
彼
女
の
エ
ッ
セ
イ
。
密
か
に
憧

れ
て
い
る
ん
で
す
。
私
も
こ
ん
な
文
章

が
書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
こ
ん
な

風
に
歌
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
～
っ

て
。
今
日
も
ち
ょ
う
ど
ポ
ス
ト
に
届
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
ぱ
り
素
敵
！
た

め
息
ま
じ
り
で
今
回
も
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！
^ ^
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県からのおしらせ
Information from prefecture 

○心身障害児及び身体障害児療育旅費助成事業
　療育を目的とした治療のための鹿児島もしくは奄

美への船代（２等離島割引・往復割引賃）を年 12

回を上限に助成いたします。また、障害児の身体の

状態などの理由で船での渡航が難しい場合は、例外

的に飛行機の助成も可能です。（※理由書により確

認いたします）

○施設訪問旅費助成事業
　ご家族が入所している施設へ訪問するための鹿児

島もしくは奄美への船代（2 等離島割引・往復割引

賃）とバス運賃（実費分）を年４回を上限に助成す

るものです。

○重度心身障害者医療費助成制度
　身体障害者手帳の 1 級もしくは 2 級、療育手帳

の A（知能指数 35 以下の場合は B まで対象）、身

体障害者手帳の 3 級と療育手帳の B1の両方をお

持ちの方の医療費を助成する制度です。外来、入院、

調剤、歯科、訪問看護が助成の対象です。

〇心身障害者扶養共済制度
障害がある方を扶養している保護者（加入者）が

生存中に毎月掛金を納めることにより、保護者が死

亡や重度の障害となった場合に、保護者が抱く障害

がある方の将来に対する不安を軽減する目的で定め

られたものです。

　◆将来受け取りできる金額…1 口月額 20,000 円

　　　　　　　　　　　　　　　（最大２口まで）

　◆納める金額… 加入者の加入当時の年齢に応じて

異なります。（１口月額9,300円～）

　※ 所得の状況などにより掛金の一部を町が負担

することもあります。

　◆掛金免除…①加入者が 65 歳以上であること

　　　　　　　② 20 年以上掛金を納めること

　　　　　　　上記２つとも満たすと掛金免除

○お出かけパス
　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者福祉手帳

をお持ちの方は申請により年額 1,200 円で喜界町

の公共バスを利用することができる制度です。

　上記で紹介したサービスの申請方法及び、その他

障害福祉サービスに関しては喜界町ホームページに

も記載してあります。ぜひ、ご覧ください。

　ご不明な点がございましたら下記までお問い合わ

せください。

【問い合わせ先】
保健福祉課　福祉係　☎６５- ３６８５

　「空き家待ち順位登録」とは、県営住宅入居希望

者の抽選により登録順位を決め、空き家が発生した

ときに順番に入居していただく制度です。

　令和３年度分の受付は、下記のとおりです。希望

される方は、期間内にお申し込みください。

記
●申込書の配布・受付

令和３年２月１日（月）から 26 日（金）までの

　　　　　　　　　　　午前９時から午後５時まで

※土・日・祝日の配布、受付はできません。
●抽選日

令和３年３月９日（火）　午後２時から
●抽選場所

大島支庁喜界事務所会議室
●申込書配布・受付 問合せ先

大島支庁喜界事務所総務係 ☎ 0997-65-2091

※１ 　現在、空き家待ちをされている方につきまし

ても、今回申込みをされないと、これまでの登

録は無効になりますので、御注意ください。

※２ 　空き家待ち順位登録の受付は今回限りです

が、入居申込みにつきましては随時受け付けて

おります。ただし、入居順位は、上記申込みに

よる抽選で決まった方の後になります。 

※３ 　今回の順位登録期間は、令和３年 4 月 1 日

から令和４年３月 31 日までですので、その間

に空き家がでなければ順番は無効になります。

１番の方であっても、空き家が発生しなければ

入居できませんので、御承知おきください。期

間中に入居できなかった方で、引き続き入居希

望される方は、次年度に再度申込みしていただ

くことになります。

喜界事務所からのおしらせ
「県営コーラル喜界団地空き家待ち順位登録について」
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町からのおしらせ
Information from town 

　長年使用していない車両であっても、標識（ナン

バー）が交付されていれば課税の対象となりますの

で、車両を廃車や他の人に譲渡した場合には廃車・

名義変更の手続きを３月末までに行って下さい。

　所有する車両の種類によって手続きを行う場所が

異なりますので、詳しくは町民税務課へお問い合わ

せ下さい。

【問合せ先】
町民税務課軽自動車税係　☎６５－３６８６

○特別障害者手当
　特別障害者手当とは、重度の障害のため日常生活

において常時特別な介護を要する、在宅で 20 歳以

上の方を対象とした手当です。
　月額 27,350 円（Ｒ２年 12 月現在）

　ただし、以下の場合は支給対象外です。

　①特別養護老人ホームなどの施設に入所したとき

　② 3 ヶ月を超えて入院したとき

　③本人又は扶養義務者の所得が一定額以上のとき

○障害児福祉手当
　障害児福祉手当は、重度の障害のため日常生活に

おいて常時介護を要する、在宅で 20 歳未満の方を

対象とした手当です。

　月額 14,880 円（Ｒ２年 12 月現在）

　ただし、以下の場合は支給対象外です。

　①障害を理由とした公的年金を受給しているとき

　②障害者支援施設などに入所したとき

　③本人又は扶養義務者の所得が一定額以上のとき 

○日常生活用具給付等事業
　日常生活用具給付等事業とは、身体障害者手帳を

お持ちの方にストマ用装具や歩行補助杖、紙おむつ

などを購入する費用を支給する制度です。所得に応

じて利用者負担額が変わります。身体障害者手帳の

障害部位や等級程度によって申請できる品目は限ら

れています。

○補装具費支給制度
　補装具費支給制度は、身体障害者（児）の失われ

た身体機能を補完又は代替する用具（義足、補聴器、

車いすなど）を購入・修理する費用を支給する制度

です。所得に応じて、利用者負担が変わります。

産前産後期間として承認された期間は、国民年金

保険料を納付したものとして将来の老齢基礎年金の

受給額に反映されます。（定額保険料は免除されま

すが任意申出による付加保険料は納付可能です）

●対象者

　国民年金第１号被保険者の方

●免除される期間

出産予定日又は出産日が属する月の前月から４ヵ

月間の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎

妊娠の場合は、出産予定日又は出産日が属する月の

３ヵ月前から６ヵ月間の国民年金保険料が免除され

ます。

　※ 妊娠 85 日（４ヵ月）以上の出産で、死産・

流産・早産の場合を含みます。

●届出の時期

・出産前に届出をする場合
　出産予定日の６ヵ月前から届出可能ですが、母子

健康手帳や医療機関が発行した出産予定日の証明書

等が必要です。

・出産後に届出をされる場合
　住基システムで確認できる場合は、必要書類は不

要です。ただし、母子が別世帯の場合は、出産日及

び親子関係を明らかにする書類が必要です。

【届出先・問合せ先】
保健福祉課国民年金担当
　　　　　　　　　　　☎０９９７－６５－３６８５

奄美大島年金事務所　☎０９９７－５２ー４３４１

  軽自動車・原付等の廃車・名義変更
             の手続きはお済みですか？

　軽自動車・原付・軽二輪・小型二輪・小型特殊の

廃車・名義変更はお済みですか？

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で車両を所有（登

録）されている方に課税されます。

町民税務課からのおしらせ
「軽自動車等の廃車・名義変更について」

保険福祉課からのおしらせ　
「国民年金の産前産後免除制度」

保健福祉課からのおしらせ
「障害福祉サービスのお知らせ」
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＊我が家のアイドル・1 歳になりました＊

－－今月の題字今月の題字－－

　今月の広報『きかい』の題字は早町小学校６

年生の３人。夢や目標を聞いてみました。

　虎白くんは「新極真空手の大会で全国優勝する

ことが目標。目標達成のため組手を数多くこなし

て体力づくりや技術向上に励んでいる」、結凜さ

んは「弟や妹の世話が大好きで、将来は保育士

になりたい。優しくて子どもたちに慕
した

われる保育

士になりたい」、蕾夢くんは「動物が大好きなの

で将来は獣医師になりたい。犬や猫などのペット

をはじめ、たくさんの動物たちを診察、治療、ケ

アなどして苦しむ動物たちを助けてあげたい」と

目を輝かせて話してくれました。

　将来の夢に向かってちばりよ～島の宝子たち ! !

　美島　虎
こ は く

白 くん　『き』

　中督　結
ゆ い り

凜 さん　『か』

　外内　蕾
ら い む

夢 くん　『い』

わが家の元気印！

　慎、お誕生日おめでとう !!
　音楽が流れると踊ったり、喜んだりする姿がとっ
てもかわいい ! ニコニコ笑顔をいつもありがとう。
　これからも元気いっぱい、伸びのびと成長してね !

　環奈♡１歳の誕生日おめでとう !
　なちゃみーで、にばりーの環ちゃん。日々成長
していく姿に感動の毎日です。これからも兄ちゃ
んに鍛えられながら、逞

たくま

しく優しい女の子に育っ
てね ! これからの成長を楽しみにしています。
　生まれてきてくれてありがとう。

【中里】【中里】

（父 寿久・母 好恵）（父 寿久・母 好恵）
積山 積山 慎慎

しんしん

 くんくん

【荒木】【荒木】

（父 祐也・母 優奈）（父 祐也・母 優奈）
玉利 玉利 環環

か ん なか ん な

奈奈 ちゃんちゃん

＊おおきくなあれ＊

砂川 至
いたる

さん

　　 福
と み え

惠さん

　　 霖
り ん け い

惠ちゃん（５歳）

【赤連】

　 至 じ ぃ じ と 福 惠
ばぁばのもとですく
すく成長している霖
惠ちゃん。霖惠ちゃん

は、2 歳 10 カ 月 の
時、中国から喜界島
にやってきた。
　福惠さんは「この
子は、なぜか祖母の
私にとてもよく懐いて、自分からばぁばと一緒に日
本に行きたいと言い出した。中国にいたときは喘息
がひどかったけれど、空気のいい喜界島にきて良く
なった。この子がいると笑ったり、うれし泣きさせ
られたり毎日が忙しい」と笑みを浮かべる。至さん
は「この子が我が家に来てくれてからいい意味で生
活が 180 度変わった。毎日が明るくて楽しく、張り
がある。私たちの宝ものだね」と目を細める。
　最初は少しホームシックになった霖惠ちゃんだが、
今や日本語もすっかり上達し、保育園では同年代の
子どもたちと元気に駆け回っている。利発で優しく、
じぃじやばぁばの気持ちに寄り添える情緒豊かな霖
惠ちゃん、喜界島の空気の中で伸び伸びすくすく大
きくなあれ！
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※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
住
民
課
戸
籍
係
（
☎
65
ー

３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

納付をお忘れなく！（２月）

【税】固定資産税 4期　3/１まで

【使用料】2月分簡易水道・下水道

使用料・公営住宅使用料・保育料
　　　　　　　　　　3/１まで

役場 1階会計又はお近くの金融機関で納
めてください。（口座振替をされている方
は、残高の確認をお忘れなく！）

<

萌
葉
会>

「
使
っ
て
減
る
金
使
わ
ね
ば
減
る
島し

ま
ゆ
み
た

方
言
」
大
事
に
し
よ
う
よ
諸
共
努
む

振
袖
が
ス
ギ
ラ
に
映
え
て
撮
影
会　

二は

た

ち

十
歳
の
乙お

と

め女
輝
き
を
れ
り

年
の
瀬
に
娘こ

よ
り
の
電
話
吸
物
と　

我わ

が

や家
の
お
せ
ち
挑
戦
す
る
と

伐ば
っ
さ
い
さ
ー

採
者
手
を
止
め
見
上
げ
る
そ
の
先
に　

疲
れ
吹
き
飛
ぶ
特
大
な
虹
よ
！！

メ
ジ
ロ
二
羽
窓
辺
の
小
枝
で
た
む
ろ
い
つ　

さ
え
ず
り
つ
づ
け
メ
ロ
デ
ィ
に
聞
こ
ゆ

娘こ

ら等
達
と
た
わ
い
な
き
会
話
電
話
す
る　

い
つ
か
私
が
私
を
忘
れ
る
日

今こ

の
年
も
甘き

び蔗
の
伐
採
始
ま
り
て　

朝
か
ら
忙せ

わ

し
く
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
音
す

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

叶　
　

啓
子

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

開
　
　

俊し
ゅ
ん
じ司

（
孝
行
・
坂
嶺
）

   

氏
　
　

名    　

（
保
護
者
・
住
所
）

（
敬
称
略
）

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏
　
　

名
　

   

（
年
齢
・
住
所
）

（
63
才
・
小
野
津
）

（
80
才
・
荒
木
）

（
72
才
・
池
治
）

（
89
才
・
上
嘉
鉄
）

（
75
才
・
阿
伝
）

（
93
才
・
小
野
津
）

（
97
才
・
湾
）

（
92
才
・
嘉
鈍
）

（
88
才
・
先
山
）

（
83
才
・
赤
連
）

（
88
才
・
白
水
）

德
　
　

冴さ
え
り莉

（
孝
則
・
浦
原
）

河
上
　

敏
矢

生
野
　

ユ
リ
コ

松
村
　

初
代

盛
　

ス
ミ

酒
井
　

勝
也

三
倉
　

玉
夫

村
上
　

清

前
田
　

ト
キ

小
川
　

ス
ミ
子

平
　

博
信
　
　

本
山
　

田
鶴
子

久
保
　

柊し
ゅ
う
や也

（
侑
喜
也
・
中
里
）

本
野
　

柚ゆ
ず
は葉

（
厚
・
湾
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

白
坂
　

大
和  

（
湾
）

田
中
　

美
帆  

（
赤
連
）
　

  

氏
　
　

名
　

  

住
所

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

石
原
　

美
江

中
村
　

昭
一
郎

生
野
　

満
成

松
村
　

忠
男

盛
　

実
一
郎

村
上
　

幸
一

河
上
　

佐
江
子

酒
井
　

美
佐
代

平
　

美
和
子

赤
連

湾荒
木

池
治

上
嘉
鉄

湾小
野
津

阿
伝

赤
連

喜界町の住民基本台帳人口
（令和 3 年 2 月１日現在）

世 帯 数  ・・・ 3,764 戸（▲５）

人 口  ・・・ 6,857 人（▲ 13）

男   ・・・3,388 人（▲４）

女   ・・・3,469 人（▲９）

（　）は前月比、▲はマイナス

筑
紫
　

美み
そ
ら颯

（
和
毅
・
赤
連
）

－－ 季 節 の 風 物 詩季 節 の 風 物 詩 －－

この季節になると見物客の目を楽しませてくれてい

るのがメンハナ公園のカンヒザクラ。カンヒザクラは

中国原産の落葉高木で、花には蜜腺がある。その蜜腺

を求めて寄ってくるのがリュウキュウメジロやヒヨドリ。

リュウキュウメジロは雌雄同色で春にはカンヒザクラや

ツバキなどの花の蜜などを吸うことが多く、夏には虫や

木の実なども食べたりする。ヒヨドリは全国的に生息し

ていて、奄美群島には亜種ヒヨドリが冬鳥として数多く

渡来する。野菜や果実、木の実、花の蜜を主食としている。

リュウキュウメジロリュウキュウメジロ カンヒザクラカンヒザクラ
（ヒカンザクラ）（ヒカンザクラ）

ヒヨドリヒヨドリ
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。
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７
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６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
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http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
すこ・・・ 旧すこやかセンター
子育・・・   子育て支援センター
コミ・・・ 役場コミュニティホール
トレ・・・ 役場トレーニング室
研修・・・ 役場研修室

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
毎週月曜日は図書館休館日です
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です

（2021 年 3 月 1 日～ 3 月 31 日迄）

　

毎
年
2
月
号
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
笑
顔
で
あ
ふ

れ
る
表
紙
に
な
る
。
表
紙
が
明
る
い
と
中
身
ま
で
3
割

増
し
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
気
が
す
る
の
で
、
2
月
号
は
作

り
手
優
位
な
の
だ
。
ま
っ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
こ
れ
も

子
ど
も
を
笑
顔
に
す
る
特
殊
ス
キ
ル
が
あ
っ
て
の
こ
と

な
の
だ
が
・
・
・
え
っ
？
笑
っ
て
な
い
子
が
い
る
っ
て
？

い
や
い
や
皆
さ
ん
、
よ
く
観
て
く
だ
さ
い
。
彼
ら
の
右

手
に
握
ら
れ
て
い
る
も
の
を
。
そ
う
・
・
日
輪
刀
で
す
。

彼
ら
は
全
集
中
の
呼
吸
で
鬼
と
対
峙
す
る
鬼
殺
隊
士
・
・

そ
れ
も
最
上
位
の
「
柱
」
な
ん
で
す
・
・
・
そ
れ
に
し

て
も
野
暮
で
す
ね
～
～
彼
ら
の
正
体
を
こ
こ
ま
で
語
ら

せ
る
な
ん
て
・
・
と
い
う
わ
け
で
今
回
も
存
分
に
楽
し

ま
せ
て
も
ら
っ
た
取
材
で
し
た
。
■
た
だ
し
、
今
月
号

楽
し
か
っ
た
の
は
こ
こ
ま
で
・
・
ま
ず
中
学
生
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
。
受
賞
数
が
物
語
る
の
は
作
品
レ
ベ
ル
の

高
さ
。
少
し
だ
け
拝
見
し
た
が
、
同
じ
時
分
の
自
身
を

思
い
浮
か
べ
つ
つ
静
か
に
ペ
ー
ジ
を
閉
じ
る
し
か
な

か
っ
た
（
笑
）。
■
そ
し
て
ダ
メ
押
し
は
康
道
く
ん
の
県

知
事
賞
。
紙
面
で
は
伝
え
き
れ
て
い
な
い
が
、
本
当
に

努
力
が
凝
縮
さ
れ
た
研
究
記
録
だ
っ
た
。
そ
こ
に
透
け

て
見
え
た
の
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
親
御
さ
ん
の
姿
。
自
分

は
親
と
し
て
そ
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、
と
の
自
問
に
唸

る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
先
月
号
で
「
為
せ
ば
成

る
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
・
・
・
」
な
ん
て
言
っ
て
い
た
の

は
ど
こ
へ
や
ら
。「
吹
け
ば
舞
い
飛
ぶ
広
報
紙
」
な
ん
て

言
葉
ま
で
幻

き

聴
こ
え
て
く
る
始
末
に
、
い
か
ん
い
か
ん

自
己
肯
定
自
己
肯
定
自
己
肯
定
・
・
・

と
念
仏
の
よ
う
に
唱
え
つ

つ
、
結
局
素
敵
な
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
る
島
人
に
毎

月
支
え
ら
れ
て
る
ん
だ
な
～
と
痛
感
す
る
今
月
号
の
広

報
係
で
し
た
～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

（
夏
目
）

(̂ ▽^;)

■　

編　

集　

後　

記　

■

日 月 火 水 木 金 土
3/1 3/2 3/3 3/4 3/5 3/6

●喜界高校卒業
式（喜界高校）

●資料休館日・
図書館協議会

●ブックスター
トおはなし会

【図書館11：00～】

●おはなし会
【図書館 14：00 ～】

3/7 3/8 3/9 3/10 3/11 3/12 3/13

● 1 才 6 ヶ月健診
【すこ13：15 ～】
●診療所　内科健
診（10 日（水）まで）

【診療所8：30～】

●奄美病院巡回
診療

【診療所13：30～】

●奄美病院巡回
診療

【診療所 8：30 ～】
● 3 ヶ月・7 ヶ月
児健診・1 歳歯科
相談

【すこ13：00 ～】

●子育て支援来
館（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

【図書館11：00～】

●体操教室
【コミ 9：30 ～】
●おはなし会

【図書館14：00 ～】

3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19 3/20

●診療所　内科
健診（17 日（水）
まで）

【診療所 8：30 ～】

●母子相談
【子育 11：00 ～】

● 2 歳・2 歳半
歯科健診

【すこ13：15 ～】
●喜界中学校卒
業式【喜界中】

●幼稚園卒園式
【各幼稚園】

●おはなし会
【図書館14：00～】
●おはなしの会
ころころ定例会

【図書館15：00～】

3/21 3/22 3/23 3/24 3/25 3/26 3/27

●幼稚園修了式
【各幼稚園】

●小学校卒業式
【各小学校】

●小中学校修了式
【各小中学校】

●おはなし会
【図書館14：00 ～】

3/28 3/29 3/30 3/31

●診療所　内科
健診（31 日（水）
まで）

【診療所8：30～】
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